
し

競
巻
　
　
蔑
　
纂
　
　
開
賓
魑
版
の
采
坂
大
藏
纏
に
就
い
て

開
寳
勅
版
の
宋
経
大
駆
版
に
就
い
て

第
二
號
　
　
　
一
五
二
　
（
三
二
〇
）

妻
木
　
直
．
良

　
大
鎌
経
全
部
を
雛
造
せ
る
最
初
は
、
宋
太
観
の
開
賓
四

年
に
飴
ま
り
、
太
宗
の
太
李
興
國
八
年
に
至
て
成
功
し
、

そ
の
聞
＋
二
年
ゼ
費
し
陀
こ
ご
は
、
佛
敷
史
上
に
有
名
な

る
事
實
で
あ
る
。
　
『
佛
搬
統
督
』
第
四
十
三
忽
開
寳
四
年

の
條
下
に

　
肩
焼
品
張
照
臨
雌
牛
盗
州
灘
凍
藏
維
板
隔

ご
あ
り
、
叉
太
鳥
総
國
八
年
の
條
下
に
、

　
成
都
襟
脚
太
芝
敷
造
大
詔
維
板
成
蓮
上
、

　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
あ
る
か
ら
、
四
川
省
の
成
都
に
於
て
既
記
戒
回
せ
る
こ

ご
は
明
臼
で
あ
る
。
但
し
元
代
に
出
來
π
『
佛
醗
通
載
』

に
は
、
之
を
開
寳
五
年
壬
申
の
項
下
に
係
け
、
詔
雛
佛
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
一

一
臓
ハ
註
）
計
一
十
三
萬
塗
こ
め
つ
て
隔
壁
数
迄
も
註
入
し

　
　
　
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
そ
の
詳
密
な
る
こ
、
こ
は
『
無
記
』
に
比

す
べ
く
も
な
い
、
更
に
後
に
購
來
た
『
羅
　
氏
稽
古
略
』
に

も
宋
太
土
製
賓
四
年
敷
難
燃
経
印
一
髪
計
＋
三
萬
板
ご
あ

っ
て
、
始
業
の
年
は
『
統
記
』
に
從
て
居
る
り
さ
て
是
の

十
二
年
閣
に
成
功
し
た
一
大
戴
経
の
内
患
は
、
如
何
な
る

も
の
で
あ
る
か
、
一
ナ
三
萬
板
ざ
あ
る
丈
で
は
、
更
に
之

を
測
定
す
る
手
掛
り
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
既
に
開
元
録

に
於
て
五
千
四
＋
八
憲
こ
い
ふ
定
数
を
設
け
、
之
を
千
字

文
の
字
数
に
配
當
し
て
函
號
こ
し
、
一
言
に
約
＋
巷
を
放



，

■

’

’

・

■

第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
開
賢
勅
版
の
宋
版
大
藏
．
纏
に
就
い
て

め
て
外
字
よ
り
群
字
に
至
る
四
百
七
十
九
字
を
得
る
こ
ご

、
定
め
て
あ
る
か
ら
、
粗
ぽ
是
の
開
元
録
の
順
序
に
從
っ

て
共
の
儘
に
細
造
し
だ
も
の
で
あ
ら
う
ご
推
定
せ
ら
る
〉

の
で
あ
る
。
・
斯
く
推
定
は
せ
ら
る
、
も
の
、
其
の
實
物
が

せ
め
て
『
窓
で
も
是
の
世
に
現
存
し
て
居
促
な
ら
ば
、
如

何
に
考
古
の
資
料
ε
も
な
り
、
更
傳
の
記
事
を
確
か
む
る

指
南
こ
な
る
で
あ
ら
う
か
ご
、
か
ね
て
よ
り
識
者
の
間
に

渇
望
せ
ら
れ
て
居
膳
庭
で
あ
る
。

　
若
し
こ
の
潟
里
が
架
室
の
も
の
な
ら
ば
・
我
等
に
何
等

の
剰
戟
を
與
ふ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
我
國
の
事
情
を
調

べ
、
古
記
を
辿
っ
て
見
る
ご
、
是
の
無
二
の
珍
籍
が
、
是

非
に
我
が
謡
講
の
滋
養
に
現
存
す
べ
き
十
分
の
可
能
性
を

有
っ
て
居
る
○
先
づ
是
の
開
賓
勅
版
の
一
切
経
が
、
我
國

に
將
來
せ
ら
れ
把
歴
史
を
見
る
ご
、
『
融
解
』
に
は
．
早

く
も
勅
版
成
功
の
翌
年
．
即
ち
雍
煕
元
年
に
、
窟
…
然
が
宋

に
潤
て
印
本
大
整
経
を
求
め
、
詔
し
て
之
を
給
與
す
る
ご

見
ね
る
。
さ
れ
ば
一
一
が
一
一
三
年
の
蹄
朝
に
際
し
て
、
、

　
　
　
　
　
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
三
　
（
三
一
＝
．
）

●



曲

策
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
開
賓
融
版
の
朱
壌
大
識
終
ト
就
い
て

大
藏
経
五
千
憲
を
齎
ら
し
曲
る
こ
め
る
は
、
確
に
こ
の
勅

版
職
経
で
あ
っ
だ
。
さ
て
育
然
の
藩
象
し
に
此
の
旧
版
初

夏
本
ざ
も
い
ふ
べ
き
＝
切
縄
は
、
何
れ
の
寺
へ
安
羅
し
π

か
ご
い
ふ
ご
る
京
都
の
法
成
寺
巾
に
安
慰
し
把
こ
い
ふ
こ

ざ
が
、
成
鳥
の
『
墾
天
台
五
富
山
記
』
に
見
ぬ
て
居
る
○

勿
論
法
成
寺
は
現
存
し
な
い
か
ら
・
そ
の
経
の
何
れ
に
激

漉
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
者
に
か
零
本
が
傳
は
つ

て
然
る
べ
き
で
あ
る
○
又
此
の
勅
辱
版
刻
成
後
、
八
十
九
年

を
経
て
成
尋
法
師
が
入
宋
し
π
。
成
尋
法
師
は
沸
宗
ま
り

の
異
数
の
寵
遇
を
受
け
毛
當
臨
の
印
練
墨
に
て
多
く
の
維

論
を
買
取
る
こ
ε
を
許
可
さ
れ
、
殆
ん
ご
過
牟
を
印
刷
せ

し
め
弛
こ
ご
が
、
そ
の
紀
行
た
る
上
掲
の
『
墾
天
台
五
壷

山
嵐
』
に
見
ぬ
て
居
る
。
是
の
時
代
は
、
宋
代
に
起
つ
た

第
二
掴
臼
の
受
忍
版
、
即
ち
編
州
東
灘
下
版
の
彫
造
着
手

の
紀
年
た
る
元
登
三
年
を
遡
る
こ
ご
九
年
で
あ
ざ
か
ら
、

印
成
の
経
論
こ
い
へ
ば
、
嘉
賓
勅
版
よ
り
外
に
は
な
い
筈
．

で
あ
る
。
借
て
か
く
の
如
く
史
傳
を
書
く
ご
、
此
の
勅
版

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
践
四
　
ハ
三
二
二
）

藏
経
門
柱
の
始
末
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
是
等
の
記
載
を
外

に
し
て
も
、
現
に
胴
賓
勅
版
が
存
在
し
陀
讃
擦
が
あ
る
。

先
づ
、
鵜
飼
徹
定
師
の
『
古
纏
読
響
』
に
媛
る
ご
、
大
徳

寺
の
経
藏
に
、
華
巌
経
第
一
窓
が
あ
っ
て
、
其
の
塊
書
に

　
大
智
開
寳
九
年
丙
子
奉
立
雛
造
太
布
騰
國
八
年
奉
敷
印

ご
あ
る
ご
配
し
『
稽
古
賂
』
等
を
引
て
考
讃
を
加
へ
て

あ
る
○
是
は
實
見
の
記
録
で
あ
ら
う
が
、
大
徳
寺
の
純
藏

は
殆
ん
ざ
底
の
塵
迄
佛
出
す
程
に
調
べ
ら
れ
π
け
れ
こ
も

更
に
串
な
い
○
脇
然
る
に
去
る
大
正
四
年
籠
〃
一
回
∵
入
臓
‘
會
の

催
さ
れ
麓
際
に
、
面
白
い
事
業
の
讃
慷
が
上
つ
仁
、
そ
れ

は
石
山
寺
や
法
隆
寺
に
現
存
す
る
声
言
末
期
の
爲
纏
は
、

多
く
是
の
開
寳
勅
版
（
當
時
に
所
謂
唐
本
）
に
擦
て
為
し

仁
こ
い
ふ
事
實
で
あ
る
。
從
て
是
等
の
爲
経
の
奥
に
は
往

々
に
し
て
開
賓
彫
造
の
年
ご
及
び
之
を
印
漏
し
花
年
ご
を

記
し
元
文
字
を
、
そ
の
ま
、
に
重
し
三
つ
控
も
の
が
あ
る

石
山
寺
所
々
の
、
大
乗
金
剛
誓
珠
菩
薩
経
の
奥
に
、

　
十
ハ
宋
開
賓
禍
乱
・
激
暑
酉
轟
威
奉
甜
勅
雛
艶
氾
　
太
腿
盆
ハ
國
八
年
奉

●



　
勅
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
版
も
あ
り
、
元
版
の
普
寧
寺
版
も
あ
り
、
叉
高
麗
の
奮
版

　
　
久
安
六
年
正
月
＋
七
日
目
寓
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
あ
り
新
版
も
あ
る
こ
い
ふ
風
で
、
凡
そ
外
摩
の
漢
鐸
大

ど
あ
る
は
其
の
一
例
で
あ
る
。
是
の
書
爲
年
代
の
奥
書
は
　
藏
の
標
本
が
悉
く
是
の
藏
中
に
螢
見
せ
ら
る
》
の
で
あ
る

『
第
一
回
大
命
曾
目
録
』
六
十
六
頁
（
二
百
入
十
八
號
）
　
さ
れ
ば
若
し
や
是
維
藏
に
撫
肩
版
の
存
在
す
る
こ
景
も
あ

に
記
さ
れ
て
居
る
が
、
幽
い
事
に
は
、
宋
勅
版
の
年
號
が
　
ら
う
か
ご
佐
賀
、
舟
橋
続
書
の
助
力
を
乞
う
て
、
精
探
の
．

省
略
さ
れ
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
同
年
に
法
難
寺
経
藏
調
査
歩
を
進
め
て
見
る
ご
、
第
二
図
大
藏
曾
開
催
前
に
二
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

の
際
に
登
組
し
元
の
は
、
　
『
法
音
経
霧
上
』
で
あ
っ
て
、
　
、
逮
に
爲
眞
に
見
る
が
如
ぎ
『
佛
本
行
集
経
窓
第
十
九
』

そ
の
奥
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
令
字
號
）
一
帖
を
掘
出
し
お
の
で
あ
も
G
羅
出
現
に
依
て

　
大
虚
開
賓
九
年
丙
楽
歳
奉
勅
雛
大
饗
興
國
八
年
奉
勅
印
彼
の
石
山
寺
平
癒
も
法
隆
寺
爲
経
も
、
そ
の
底
本
は
同
一

ε
あ
る
◎
遣
れ
で
我
國
に
存
在
し
元
こ
ご
は
、
愈
々
　
の
形
式
に
て
奥
書
せ
ら
れ
ね
事
、
行
藪
字
数
等
総
て
一
目

事
實
に
謹
明
せ
ら
れ
把
繹
で
あ
る
が
、
是
こ
て
も
恰
か
も
　
瞭
然
の
光
を
放
つ
こ
ご
、
な
つ
π
。
是
の
本
は
初
印
で
は

死
入
の
窩
眞
に
算
す
る
ご
岡
じ
く
、
何
こ
な
く
物
足
ら
ぬ
　
な
く
、
刻
成
後
八
十
八
年
を
経
π
煕
寧
四
年
の
摺
本
で
あ

は
何
人
も
同
戚
で
あ
ら
う
。
班
が
叢
庭
に
一
つ
稽
や
有
望
・
つ
て
、
編
州
東
灘
寺
本
二
切
藏
雛
造
着
手
の
元
幽
些
ご
・
年
に

巴
思
は
る
～
の
は
、
南
灘
寺
の
維
藏
で
あ
る
Q
此
の
難
壁
先
立
つ
こ
ε
僅
か
に
九
年
前
の
印
輩
で
あ
る
。
町
版
幹
事

は
從
平
坦
だ
麗
版
宋
版
の
混
成
で
あ
る
ε
繕
せ
ら
れ
て
居
　
者
は
張
芳
信
で
あ
る
か
ら
、
奥
書
の
下
に
小
字
で
孫
清
ご

元
の
で
あ
る
が
、
段
々
調
べ
て
見
る
ご
、
宋
版
の
中
に
東
　
記
さ
れ
る
の
は
、
他
の
宋
版
に
照
し
て
働
手
叉
は
印
成
者

灘
寺
叛
も
あ
り
、
開
元
寺
版
あ
り
、
思
僕
版
あ
ウ
、
磧
砂
　
の
名
で
あ
る
こ
ご
疑
ふ
べ
き
糊
地
が
な
い
○
菰
に
奥
書
全

第
四
魯
　
　
難

開
寳
勅
版
の
宍
版
大
藏
経
に
つ
い
て

第
　
二
號
　
　
　
一
樹
五
　
（
三
二
一
二
）



　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
開
寳
鱈
版
の
栄
版
大
瓶
経
に
つ
い
て

文
を
遡
る
ご
左
の
如
く
で
あ
る
。

、
大
宋
垂
耳
七
年
甲
戎
歳
旦
敷
雛
造
　
孫
清

麗
撮
學
辛
亥
坤
秋
勧
十
日
　
申
薯
翻
子
奉

聖
旨
晒
詐
聴
纏
広
路
顯
簗
寺
山
瀞
灘
院
印
造

提
鰭
管
勾
印
纏
院
事
智
悟
大
師
賜
紫
　
臨
御

…　　

是
の
印
成
年
代
は
、
甚
だ
雛
造
年
代
よ
b
後
れ
て
居
る
が

其
代
り
に
葬
常
な
る
興
昧
を
我
々
に
資
ら
す
一
事
實
が
あ

る
Q
そ
れ
は
印
経
提
轄
の
懐
護
法
師
こ
い
ふ
の
が
、
我
が

入
宋
者
の
平
蕪
法
師
ご
知
己
の
間
柄
で
あ
っ
て
、
而
も
是

の
顯
簗
寺
誘
導
院
は
成
尋
法
師
が
印
経
を
購
求
せ
ん
が
爲
・

め
に
数
々
競
察
に
往
つ
た
寺
で
あ
る
事
で
あ
る
○
成
増
法

師
は
煕
寧
五
年
尻
漏
に
入
り
、
同
六
年
に
印
経
院
の
維
を

買
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
懐
謎
．
法
師
の
牒
文
（
佛
敷
全
書

刊
本
『
蓼
天
台
五
憂
山
記
』
悲
七
一
四
五
頁
）
に
櫨
る
ご

煕
寡
四
年
八
月
十
臼
の
中
書
襯
子
に
依
て
印
造
せ
る
も
の

五
千
四
百
二
十
五
巻
ご
あ
る
○
是
で
今
の
奥
書
の
大
懸
板

を
顯
架
寺
に
賜
は
っ
π
日
附
ご
全
然
一
致
す
る
の
み
な
ら

第
　
二
　
號
　
　
　
一
五
山
ハ
　
（
三
二
四
）

す
、
此
時
に
雛
造
し
だ
一
切
経
が
新
経
を
加
て
『
開
元
録
』

よ
り
も
増
す
こ
ご
三
百
七
ナ
七
窓
下
立
至
っ
た
事
實
を
も

確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
○
今
日
に
引
引
。
の
牒
丈
を
掲
げ

て
黎
考
の
料
に
供
し
、
併
せ
て
此
の
一
帖
が
成
…
尋
法
師
ご

・
甚
深
の
蘭
係
あ
る
こ
ご
を
附
加
し
て
置
く
◎

　
廿
四
日
（
丁
卯
）
雨
下
、
顯
聖
訴
桑
門
蓬
聖
油
院
、
顯
簗
寺
印
緯
院
准
傳
法
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
院
三
子
櫨
凱
本
團
（
乃
嘱
私
宅
）
合
優
銭
数
潜

　
　
　
　
一
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
．
　
　
　
一

　
右
謹
具
嫡
前
、
本
院
勘
曾
、
今
一
所
要
辮
課
纏
紀
百
儀
巻
、
切
繰
灰
管
経

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
板
萬
数
浩
溝
、
遣
騨
建
造
、
毎
．
一
歳
弁
無
羅
戒
略
筆
五
干
四
百
ご
十
五
奮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
姫
二
一
俵
自
評
薄
縦
谷
院
探
武
内
数
鑓
禺
嚢
、
今
來
本
院
近
雌
難
寧
四
年

　
　
　
ア
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